
話せる中国語教室 

◎レッスン形態を問わず、随時受講受付！ 

① グループレッスン ※2人以上で開講します。 

入門・初級(発音と文法の基礎がある方が対象)・準中級(中国語検定 4 級以上

のレベルの方が対象)。１クラス 6名迄の少人数制。ニフ国際学院にて。 

毎週水曜 10:30～16:00の間の 90分。(10:30-12:00, 12:50-14:20, 14:30-16:00) 

１人１回当たり 2,800円。月謝制。 

当該月の水曜日の授業回数分を毎月初めにお支払い頂きます。  

② 個人レッスン ※原則として、同じ曜日の同じ時間帯に実施。 

チケット制。5 回分ずつチケットを購入して頂きます。 

１時間レッスン 5回分：2 万円、1.5 時間レッスン 5回分：3万円。 

授業日の前日までにご連絡頂ければ、キャンセル・日時の変更可。 

１）ニフ国際学院での個人レッスン 

１回１時間から実施。時間はグループレッスンが優先されます。 

  ２）神戸電鉄沿線駅の近くの喫茶店などでの個人レッスン 

１回 1.5 時間から実施。  

時間と場所は、講師と事前に打ち合わせて決定します。 

夜間、土曜日、日曜日のレッスンも可能です。 

講師の交通費は講師の負担とします。ただし、1 回のレッスンに付き 300円の 

講師用ドリンク代をご負担頂きます。 

使用教材 入門&初級：「ともだち・朋友」 朝日出版社 2700円＋税  

準中級以上：「中国語への道」 金星堂 2300円＋税 

プリント教材：コピー代年間 500円程度 

その他、必要に応じて副教材のテキストを購入して頂きます。 

募集対象 仕事で使いたい方、留学したい方、短期間で中国語を話せるようになりた

い方、趣味で中国語を覚えたい方、老若男女を問わず、すべての方が対象ですので、まず

はお気軽にご相談ください。 

 

＊お申込＆お問い合わせ  

携帯電話：090-9884-8947  メール：ogasa_kei@live.jp 

＊講師 小笠原 恵子 

台湾出身。神戸市外国語大学中国語学専攻修士、大学中国語非常勤講師、     

中国語検定一級、中国語通訳案内士、HSK 試験 6 級（最上級）合格、日本中国語

教育学会会員。 



＜自己アピール＞ 

中国政府要人訪日団による京都及び奈良訪問の際の日本の自治体側の通訳、北京舞踏 

学院来日公演通訳、法務通訳、通訳案内など、数多くの通訳活動を通して、微力ながら

日中両国の様々な交流に関わってきました。また、大学生に中国語を教え、趣向を凝ら

した授業を心がけて人材育成のために尽力して参りました。 

 

＊講座開設の理念と目標  

１、日本と中国とその他の中国語圏の国々との交流や相互理解、またはその他の地域の

中国語を話す方との交流や相互理解を深め、国際間の友好に寄与する意志を持つ方を対

象に、高度な中国語力を養成します。 

 

２、１クラスの人数は最大で６名までの小人数制とし、個々の受講生に応じたきめ細な

指導を行い、効率よく能力を伸ばしていきます。 

 

３、発音を重視する。 

中国語の発音の他の言語との一番の大きな違いは、すべての音節に声調という抑揚が付

いている、ということです。声調は意味を区別することにおいて大きな役割があり、単

語を覚える時は、子音と母音とともに声調も正確に覚える必要がありますので、授業で

は、正確に発音出来る事を目標にトレーニングします。中国語の発音が難しいとよく言

われますが、実は、日本語の発音も日本語を勉強する外国人にはとても難しいです。  

不退転の意志で発音をマスターしましょう！ 

 

４、「聞く、書く、読む、話す」練習をして基礎力が身に付くようにしていきます。 

授業中は出来るだけ、自然な形で会話をたくさん練習しますので、新しく習った言葉も

前に習った言葉も何度も繰り返し聞き、実際に使うことになります。発音とイントネー

ションをしっかり真似して覚えていただき、繰り返して使っていただくと、自然に言葉

が記憶されていきます。ご自宅での復習は、できる範囲内でお願いしています。 

 

５、自由に表現する力が身に付くように、応用練習をしていきます。 

テキストの内容を復唱するだけでなく、習ったものを自分なりにアレンジして使ってみ

ようとすると、これが意外に難しい事です。小人数制の良さを発揮し、お互いに助けあ

い励ましあって「話す・書く」の練習をし、自信を持って中国語を使えるようにしまし

ょう。 

    

６、中国語検定を受けたい希望者に対して受検対策を指導します。ぜひ、検定も目指し

てほしいと願っています。また、検定を受けたい方はお申し出ください。 

 

習った言葉が生きた言葉として使える、というのが私の目指している中国語教育です。

生徒の皆さんが会話や朗読、さらにはスピーチが出来るように一緒に頑張っていきたい

です。  

 


